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団体カテゴリー インタビュー対象団体

青少年教育施設等 エコエデュ

青少年教育施設等 ホールアース自然学校（富士少年の家、柏崎夢の森公園指定管理者）

青少年教育施設等 ホールアース自然学校福島校

青少年教育施設等 NPO森の生活（北海道下川町）

青少年教育施設等 岐阜県立森林文化アカデミーmorinos（森林総合教育センター）

青少年教育施設等 国立山口徳地青少年自然の家

青少年教育施設等 グリーンウッド自然体験教育センター

青少年教育施設等 やまぼうし自然学校

サマーキャンプ実施業者 ルネサンス

サマーキャンプ実施業者 湘南自然学校

サマーキャンプ実施業者 のあっく自然学校

学校教員 東京学芸大附属小金井中学校・NPO緑のダム北相模

学校教員 岡山県津山市鶴山小学校

学校教員 滋賀県大津市立田上中学校

森のようちえん 森のようちえんちいろば

森のようちえん 高遠第2第3保育園

森のようちえん 森のわらべ多治見園

研修実施業者 森と未来

研修実施業者 森へ

研修実施業者 スノーピークビジネスソリューション

地域のステークホルダー 南佐久北部森林組合

地域のステークホルダー 岩手県西和賀町林業振興課

地域のステークホルダー 岩手県住田町教育委員会

先進的地方自治体 長野県伊那市

先進的地方自治体 長野県佐久穂町

ポータルサイト アソビュー

ポータルサイト スペースキー

旅行代理店 トムソーヤクラブ（日本旅行）

森の学童保育 もあなのいえ

先進的教育機関 新田サドベリースクール
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別添 2：森林体験の科学的教育効果 

 

自然体験が子どもにいいという気付きは広く社会に共有されているものの、その科学的な検証

は不十分であり、その効果や因果関係について厳密に論じた研究は少なかった（クオ他：2019）。

森林体験に限定した研究はもっと少ない。しかし近年の研究の蓄積により、自然体験の教育的効

果が科学的により説得力のあるものになっている。 

 

自然体験の教育上の効果 

クオ他（2019）は包括的な文献調査を行い、批判的な立場に立って各研究の科学的な説得力を

検証するにあたって、自然体験の教育上の効果をまず学び手に対する以下の 5 つの直接的な効果

の観点から論じている。自然の中での学びでは、①さわやかな気分になり意識が研ぎ澄まされる、

②ストレスを軽減する、③より自律的になる、④より動機付けが進み、楽しみながら学ぶことで

学びが自分ゴト化される、⑤身体を動かすことで健康的になる、という利点がある。自然とのふ

れあいによって上記の 5 つの状況が学び手にもたらされ学びが促進されることが、諸文献によっ

て明らかになっているとクオ他（2019）は論じている。また自然の中では、⑥落ち着いた静かで

安全な学びの環境が提供される、⑦仲間とより協力的で温かい関係が築ける、⑧用途が限定され

ない自然物（木、枝、葉、石など）がより創造的で自発的な学びを誘発する、ことで学びが促進さ

れることも諸文献によって示唆されるという。これらの 8 つの要素が互いに連関して相乗効果を

もたらすのが自然体験の優位性である。学び手が集中して自律的に、かつ仲間の助けを得ながら

学べるといった相乗効果は、こういった要素が単独で与えられるより効果的に学びを促進する。 

自然体験は学術的な学びを促進するだけでなく、忍耐力や批判的思考能力、リーダーシップ、

コミュニケーション能力など、自己及び他者と対話する能力の獲得を促すことも論じられている。

自然体験がこうした非認知能力の向上につながる効果についての定量的な研究は稀であるものの、

定性的な研究は多数存在する（クオ他：2019）。 

 

発達段階に応じた自然体験の効果 

次に対象年齢に応じた自然体験の効果についての諸研究について整理する。 

 

（1） 幼児 

まず幼児に対する自然体験について、亀山と嶋崎（2011）は、幼児の心身の発達に貢献する自

然体験として，山田卓三の提唱する「原体験」1を用い、幼児期の自然体験の重要性を議論してい

る。原体験とは，「原」を「原始的な」という意味で捉えたものだ。「生物やそのほかの自然物、

あるいはそれらによって醸成される自然現象を触覚・嗅覚・味覚の基本感覚を伴う視覚・聴覚の

五官（感）で知覚したもので、そのほかの事物・事象の認識に影響を及ぼす体験」と定義してい

る。原体験は、触・嗅・味の基本感覚を少なくとも一つでも含む体験であり、継続的に体験しな

いと忘れてしまう視・聴覚と違い、1 度でも体験すれば一生残る長期記憶になるものである。原体

験によってもたらされる多様な五感刺激がヒトの大脳皮質のシナプス形成やネットワーク化に寄

与する。そのためそれらが著しく促進されて脳全体の 90％が完成する「乳幼児期から小学校低学

 
1 山田卓三：生物学からみた子育て．東京，裳華房，1993 を参照のこと。 



 
 

年」に原体験の機会を与えることが最適であるとしている。また両親の養育態度が子どもの原体

験の形成に多大な影響をおよぼすことも、子どもの原体験と養育態度に関するアンケート結果の

相関分析を通じて示している。子どもが誰と遊ぶかを指導し、友達と遊ぶよりは知的な活動をす

ることを勧め、子どもができないことがあるとすぐに助ける「教示･指導的態度」を両親があまり

取らず、逆に子どもが友達と遊ぶことを勧め、褒めながら外遊びに積極的に関わる「支持的態度」

を取る両親を持つ幼児は、原体験を得ている割合が高い。幼児の原体験と教示・指導的態度との

関連が認められたことについては、両親が幼児の遊びに対して過保護、過干渉になり過ぎ、幼児

の原体験を阻害していることが考えられるという。幼児が原体験をしようとしているときには、

多少のリスクを伴う活動や汚れる活動について、両親が見守るような姿勢がとれるように、保育

者やほかの両親との相互の関わりによって伝えていく必要性がある、と亀山と嶋崎（2011）は論

じている。 

秋田他（2018）は園庭環境の考察において、以下のような多面的な側面から、屋外での学びの

優位性を論じている。 

 植物環境による自律神経の活性化や免疫細胞の活性化 

 緑地環境がもたらす生理的・情緒的・社会的健康 

 用途を限定されない自然物や草花、樹木を用いた自発的かつ創造的な遊びによってもた

らされる自己決定力の涵養 

 木登りや足場の不安定な場所での全身を使った遊びなどによってもたらされる集中力・

身体保持力・体力の向上 

 自立心、協同性、道徳性、規範意識の芽生え 

 健康な体の育成 

 生命尊重の気持ちの芽生え 

 動植物の生態に関する知識の獲得 

 自己管理能力や危険対応力の涵養 

 

こうした屋外での活動の優位性は、森林内での遊びにも当てはまる。 

コチャノウスキーとカー（2014）は、3～5 歳児 65 人を対象とした自発的な遊びの様子の観察研

究を実施した。感覚を刺激し柔軟に遊べる自然環境では、子どもが主体的に遊び、問題解決能力

や自律心、自己決定力が醸成されることが提示されている。特に重要なのは遊び場におけるアフ

ォーダンス（環境やモノに誘発される遊び方のかたち）であるとし、遊び方を規定されていない

自然物が子どもの自発性と勇気を刺激して、子どもの「できる」を押し拡げると論じている。ま

た中川他（2019）も自然体験プログラムの実施回数が異なる 2 つの幼稚園において実施したアン

ケート結果の比較検証を通じて、継続的な自然体験活動は幼児期の子どもの「生きる力」、特に

「心理的社会的能力」と「身体的能力」を有意に向上させる効果があると報告している。 

山本他（2005）は自然体験を多く実施している幼児園の卒園児の保護者は、自分の子どもの運

動能力や体力が高く、自然への理解が深く、望ましい生活習慣が身に付いていると評価している

ことが多いとアンケート結果の相関関係分析に基づき論じている。また全国調査における同年齢

の子どもたちの保護者に比べて、自然体験活動に対する関心が高く、子どもたちにより積極的に

自然体験活動を行うよう促していることも示している。ホサカ他（2017）は幼少期の自然体験量

が多い人ほど、ススメバチやイノシシなど人間生活に問題を起こし得る生物に対する受容度が高



 
 

い傾向があることを提示している。 

 

（2） 青少年 

小学生から思春期年代を対象とした研究も報告されている。ソガ他（2016）が小学 3～6 年生 397

人を対象にしたアンケート調査の相関分析では、公園や森など近隣の自然地を訪れて動植物に触

れたり、自然や野生動物についての情報を本や TV で得たり、家族や友達と自然や野生動物の話

をしている子どもほど、①生物に対する好意的な感情を持ち、②生物との共存を許容し、③その

生物を保護しようとする気持ちを持っていることが明らかにされている。 

国立青少年教育機構（2010）が小学校高学年から高校生までの青少年 約 11,000 人に対して実施

したアンケート調査では、幼少期から中学生期までの体験2が多い高校生ほど、思いやりややる気、

人間関係能力などの資質や能力が高いという相関関係があった。また幼少期から中学生期までに

「動植物とのかかわり」「地域活動」「家事手伝い」などの体験が豊富な高校生ほど、「友だちが

とても幸せな体験をしたことを知ったら、私までうれしくなる」といった「共生感」や「経験し

たことのないことには何でもチャレンジしてみたい」といった「意欲・関心」、「けんかをした友

だちを仲直りさせることができる」といった「人間関係能力」が高いという相関関係が認められ

た。幼少期から現在までの体験が豊富な子どもほど、1 カ月に読む本の冊数が多くなり、コンピュ

ーターゲームやテレビゲームなどのゲーム遊びの頻度が少ないという傾向が見られることも報告

されている。 

ハルンとサラムディン（2014）が、671 人の思春期の子どもに 5 日間にわたる宿泊型の野外教育

プログラムを実施してインパクトを検証した研究では、プログラムを実施しなかった統制群と比

較して、プログラムを受けた子どもたちの変化への対応力やリーダーシップが高まった3ことが示

唆された。またその効果は一定期間継続すると論じられている。 

中学 1 年生、中学 3 年生、高校 2 年生の時点に計 3 回、各回 5 泊 6 日の大自然での野外キャン

ププログラムに参加した女子学生の意識変容について、リッチモンド他（2017）は生徒自身によ

る自己評価の検証を行った。8 人から 12 人の小グループで野山を旅し、困難を共に乗り越えるこ

とで人間関係が深まるとともに、逆境や困難に立ち向かっていく自信を参加生徒が強めた。また

自分と周り、そして校内での社会関係を見つめなおし、「自分は強い」「やればできる」という自

尊心を高めた様子が、生徒自身による生き生きとした描写を通じて報告されている。電波状況の

悪い自然の中ではソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）に気を煩わすこともなく、自

然に前の相手と深く向き合っていたことに気付いたなど、参加生徒の自己評価は大変興味深い。 

 

（3） 大学生・社会人 

大学生から社会人を対象とした研究もある。大学の学部生 40 人を対象に自然の中で 3 日間にわ

たって実施したグループ課題解決型プログラムの効果をクーリー他（2014）が検証した。グルー

プワーク能力や環境適応能力、忍耐力、計画能力、問題解決能力、時間管理能力、コミュニケー

ション能力、リーダーシップ、協調性、グループとしての自省力、チーム意識、自分の能力に対

する自信が向上したという評価が多くの参加者からなされたことが報告されている。 

 
2 この調査における「体験」とは、子どもの頃の各年齢期における「自然体験」「動植物とのかかわり」「友だち

との遊び」「地域活動」「家族行事」「家事手伝い」を指す。 
3 Cohen’s d の大きさはそれぞれ 0.61 と 0.60 であり、かなりはっきりとした効果が認められる。 



 
 

ワーバー他（2015）が行った、4 週間の大自然の中でのキャンプに参加した 18 歳から 31 歳の 36

人の青年を対象とした研究では、キャンプ前と参加後にオンラインでのアンケートを実施したと

ころ、キャンプ後の自然との関わりや、自然に対する知識、自然と関わる技術、リーダーシップ、

自然の中に安心していられる心持ち、土地に対する帰属意識、自然と結びついているという実感

のすべてが向上したという有意性が見られた。 

主に学部生を対象とし、大自然の中で 1 学期間（66～93 日間）にわたって実施されるトレッキ

ングやロッククライミング、川下り、登山、シーカヤックなどの技術習得コースのインパクトに

ついてジョスタッド他（2012）が検証した研究では、長期コースでないと得られなかったであろ

う最も重要な学びは何だったかを研修実施後生徒から聞き取った。長期プログラムならではの学

びとして、技術の適用能力の習得（16％）や多様なアウトドア技術の習得（15％）以上に探検に

必要な姿勢の涵養（25％）を上げる生徒が多く、自然観や人生観の変化（14％）を上げる生徒も

多かった。探検に必要な姿勢だと生徒が考えるのは問題解決能力（27％）、グループダイナミク

スの理解（27％）、他者との関係の構築力（20％）、他者と生活を共にする能力（19％）、コミュ

ニケーション力（7％）であり、それらが長期コースで得られたということに対する評価が高かっ

たと報告されている。 

国立青少年教育機構（2010）は既述した青少年に対する調査と並行して、成人に対する調査も

実施している。20 代から 60 代の成人 5,000 人を対象としたウェブアンケート調査では、クロス集

計の結果、子どもの頃の体験が豊富な大人ほど、やる気や生きがいを持っている人が多いことが

示された。子どもの頃の「自然体験」「友だちとの遊び」「地域活動」などの体験が豊富な人ほ

ど、「経験したことのないことには何でもチャレンジしてみたい」といった「意欲・関心」や、

「電車やバスに乗ったときお年寄りや身体の不自由な人には席をゆずろうと思う」といった「規

範意識」、「友だちに相談されることがよくある」といった「人間関係能力」が高いという相関関

係が示された。また子どもの頃の体験が豊富な人ほど、最終学歴が「大学や大学院」と回答した

割合が高い、現在の年収が高い、1 カ月に読む本の冊数が多い、結婚している、子どもの数が多い、

丁寧な言葉を使うことができるといった傾向も浮かび上がった。子どものころ青少年教育施設や

社会教育施設をよく利用した者ほど、最終学歴が高いという相関関係も認められた。「海や川で

貝を採ったり、魚を釣ったりしたこと」と「何でも最後までやり遂げたい」、「夜空いっぱいに輝

く星をゆっくりみたこと」と「もっと深く学んでみたいことがある」には正の相関があり、子ど

もの頃の自然体験は非常に大切であることが示唆されている。 

教育効果は何年も後にならないと分からない部分もあり、その効果全体の検証は容易ではない。

上記の各検証も、プログラムに参加した被験者による自己評価や、個人がしてきた森林体験と個

人の特性をアンケートで収集し情報の相関分析をしたものなどが中心となっている。被験者自身

による自己評価に基づく教育効果の検証に関しては、森林体験とそこから得られたと被験者が感

じた「学び」には科学的な因果関係があるといえるし、森林体験が長期になるほど、また数次に

わたるほどその効果は明白になることが上記の研究により立証されている。今後ますます研究が

蓄積され、これまで暗黙知として捉えられてきた森林体験の教育効果が、科学的にもより説得力

のあるものとなることが期待される。 
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別添 3：インデプスインタビューで聞き取りを行った質問内容 

 各事業者・関係者に対する質問の内容には、事業者個別の事業範囲や関係者個別の活動内容を

反映させた。使用した質問票は対象者ごとに異なる。下記例は質問の概要である。 

 

森のようちえん 

（1）運営の現状 

児童の年間受入日数、森での活動頻度、登退園時間と森での活動時間、受入児童数、児

童の通園圏、通園手段、保育者数と有資格者数、保護者のボランティア参加状況、人材

確保状況と課題、利用料金、収支状況、公的補助と利用料金収入の割合、保育無償化の

影響。 

（2）イノベーションと事業拡大 

代替となり得るサービス、代替と比較しての事業の魅力、イノベーティブな試み、潜在

需要に対する受入能力、受入規模の拡大可否、事業を拡大する上での課題、需要の季節

変動、地域との関係性、短期利用者の受入可否。 

（3）広報とマーケティング 

行政や地域社会の反応、交流イベントなどのインパクト、移住（希望）者の反応、利用

しているメディア、ウェブサイトや SNS の更新・発信頻度、見込み利用者に対する情報

提供方策、利用者を「ファン」にするための試み、マーケティング強化に当たっての障

害。 

（4）自然学童保育的サービスの拡大 

実施している自然学童保育の試み、公的学童保育が体験教育を行おうとするモティベー

ションの有無、振興する上での主な障害。 

（5）新型コロナウイルス感染症の影響 

新型コロナウイルス感染症の事業への影響、対策。 

 

自然学校  

(1) 運営の現状 

国公立青少年教育施設や自然体験施設などの指定管理や受託運営実施の有無、利用者数、

非宿泊型・宿泊型サービスの提供頻度、メインターゲットの学齢、団体・個人利用の割

合、利用需要の季節増減、利用状況平準化を目指す試み、平日の利用状況、平日の利用

状況を増やすための試み、利用者の地理的分布、職員数と有資格者数、ボランティアの

起用状況、人材確保における課題、利用料金、収支状況、公的補助と利用料金収入の割

合、ロジスティックスや予約管理における課題、リスク管理上の課題、インフラ面での

課題。 

（2）競合とイノベーション 

事業の競合・代替、競合と比較しての魅力、イノベーティブな試み。 

（3）顧客とプログラムの多様化 

学校向けプログラムの強化状況、地場産業や地域住民との協調状況、プログラムをカス

タマイズする上での制約、プログラム丸投げ対応可否、民間業者に向けたサービス提供

状況、学童保育やプレーパークなど新規サービスの実施可否、施設のワデュケーション



 
 

拠点化可否、ビジネス上の制約、コンサルティングサービスのニーズ。 

（4）広報とマーケティング 

利用しているメディア、ウェブサイトや SNS の更新・発信頻度、見込み利用者に対する

情報提供の方策、マーケティング強化に当たっての障害。 

（5）中学校以降の日常的な森林体験の不足について 

公教育を中心とした既存の枠組みでも出来ること。 

（6）新型コロナウイルス感染症の影響 

新型コロナウイルス感染症の事業への影響、対策。 

 

研修実施事業者 

(1) 運営の現状 

非宿泊型・宿泊型サービスの提供頻度、年間利用者数、需要の季節変動、平日・週末の

利用状況、利用状況の平準化を目指す試み、利用者の地理的分布、職員数と有資格者数、

人材確保状況と課題、利用料金、公的補助と利用料金収入の割合、収支状況、ビジネス

マッチングなどのイベント実施状況、ロジスティックスや予約管理における課題、リス

ク管理上の課題、宿泊施設などインフラ面での課題。 

（2）競合とイノベーション 

事業の競合・代替、競合と比較しての魅力、イノベーティブな試み。 

（3）顧客とプログラムの多様化 

プログラムをカスタマイズする上での制約、パートナーや送客業者とのプログラム共同

開発状況、地場産業や地域住民との協調状況、コンサルティングサービスのニーズ、 

（4）広報とマーケティング 

利用しているメディア、ウェブサイトや SNS の更新・発信頻度、見込み利用者に対する

情報提供方策、利用者を「ファン」にするための試み、直接販売と間接販売の比率、送

客業者を利用するメリットとデメリット、マーケティング強化に当たっての障害。 

（5）新型コロナウイルス感染症の影響 

 新型コロナウイルス感染症の事業への影響、対策。 

 

学校教員 

（1）実施した森林環境教育の内容 

授業枠、対象学齢、内容、課題解決型プログラムの導入度合い、教科学習とリンクした

森林環境教育の試み、教育効果、難しさ、森林環境教育を拡充する上での課題。 

（2）青少年教育施設などの利用状況 

利用した外部施設の状況、サービスを認知したきっかけ、マッチングポータルや旅行代

理店の利用状況、代替プログラムとの比較検討状況、森林環境譲与税の利用状況。 

（3）青少年教育施設などを利用してみた感想 

利用したサービスやプログラム、利用人数、日数、頻度、サービスを利用してみての感

想、要改善点、プログラム実施丸投げのニーズ、地場産業や地域住民との協調状況、サ

ービスの再利用を促すために施設から受けた働き掛け。 

（4）中学校以降の日常的な森林体験の不足について 



 
 

公教育を中心とした既存の枠組みでも出来ること、部活動の影響、地域での社会教育団

体の状況、公立校と私立校の違い。 

（5）新型コロナウイルス感染症の影響 

新型コロナウイルス感染症の森林環境教育実施への影響、対策、保護者の反応。 

 

先進的自治体 

（1）移住を促進するための取り組み 

移住促進のための取り組み、移住サポートサービスの広報の状況、人を引き付け交流を

図る地域の「場」、特定のカテゴリーの移住者を呼び込むための試み、プレーヤーを棚

卸ししつながりを作るための活動をバックアップするための行政組織内の仕組みの有無、

移住者と地元の人の関係、移住支援員や地域おこし協力隊の役割。 

（2）森林環境教育 

自治体内で行われている森のようちえんなどの取り組み、潜在需要に対する受入能力、

受入規模の拡大に向けた課題、学校と民間企業や地域の連携による森林環境教育の取り

組み、森林環境教育への森林環境譲与税の利用状況。 

（3）テレワーク振興 

インターネット高速回線の敷設状況、テレワーク振興施設の有無、保育・教育サービス

とテレワーク振興の移住振興における相乗効果、移住者数の増加状況。 

（4）新型コロナウイルス感染症の影響 

新型コロナウイルス感染症の移住振興政策への影響、移住希望者数への影響。 

 

地域のステークホルダー 

（1）森林環境教育の取り組み 

始まった経緯と取組みの内容、取り組みを進めていく上でのプロセス。 

（2）人と人をつなげる仕組み 

主要アクター、それぞれのアクターの役割、失敗談を含む苦労したプロセス、行政や学

校と良好なコミュニケーションを取りながら進めていく上で留意していること、ボラン

ティアとして活動を継続していく上での課題、新たな指導者の育成。 

（3）森林環境教育のインパクト 

林業職就職者等の増加状況、同様の試みを他の地域に広げていく上で留意すべきこと。 

 

旅行代理店 

（1）森林体験商品の間接販売 

他事業者が主催する森林体験プログラムの販売状況、他事業者が実施する森林体験プロ

グラムの取り扱い拡大の見込み、取り扱いを拡大する上での課題、森林での社員研修プ

ログラムの販売状況、学校に販売する教育旅行に自然体験プログラムを導入する動き、

実施業者とのプログラム共同開発の状況、プログラム実施業者に対するコンサルティン

グの実施状況。 

（2）新型コロナウイルス感染症の影響 

新型コロナウイルス感染症の事業への影響、対策。 



 
 

 

ポータルサイト 

（1）業務実施状況  

森林体験プログラムの販売状況、売れ線のプログラム、森林体験プログラム取り扱いを

拡大する上での課題、自然学校などとのプログラム共同開発の状況、地場産業や地域住

民との協調状況、プログラム実施者に対するコンサルティング実施状況、新規事業者か

らの引き合いの状況。 

（2）新型コロナウイルス感染症の影響 

新型コロナウイルス感染症の事業への影響、対策。 
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で
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っ
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